
地方交付税
55.1億円

（＋0.9億円）
26%

市税
51.4億円 
（＋0.4億円）
25%

国・道支出金
45.3億円 
（＋2.1億円）
22%

市債
21.8億円

（＋1.3億円） 
10%

その他
36.5億円 

（＋3.2億円） 
17%

総額
210.1億円
（  ）は対前年度

増減額

衛生費
14.7億円

（－0.4億円）
7%

民生費
72.9億円 
（＋3.6億円）
35%

教育費
23.1億円 
（＋7.1億円）
11%

土木費
19.3億円 
（－1億円）
9%

公債費
26.5億円 
（＋0.3億円）
13%

給与費
37.9億円

（－0.1億円） 
18%

その他
15.7億円 

（＋1.6億円） 
7%

総額
210.1億円
（  ）は対前年度

増減額

　国や道から交付される『地方交付税』と『国・道支出金』が収入の約半分を占
めています。
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平成28年度
市のお金の使い方

歳入（収入）

　市税は、市民の皆さんからいただく安定的な収
入です。財政運営上は、収入に占める市税の割合
が高いことが望ましいとされていますが、登別市
の市税の割合は他の自治体に比べて低く25㌫とな
っています。
　また、地方消費税交付金が増加する見込みとな
ったことや基金からの繰入金を増やしたことなど
から、その他の収入が大きく増加しています。

・市税：市民税や固定資産税などのお金　　
・地方交付税：人口や市税収入などに応じて国
から交付されるお金

・国・道支出金：特定の事業に対し国や道から
交付されるお金

・市債：市の借金
・その他の収入：公共施設の使用料やサービス
の手数料、基金を取り崩したお金などが含ま
れています

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の３割以上を、借金を返済するための『公
債費』が約１割占めています。

歳出（支出）

　教育費は、鷲別小学校校舎建替工事の大部分を
行うことにより前年度に比べ大きく増加していま
す。
　また、民生費は、北海道の補助金を活用し、地
域密着型介護老人福祉施設を整備する事業者への
助成を行うことなどにより増加しています。

・民生費：医療や福祉などに使うお金
・衛生費：市民の健康増進やごみ処理などに使
うお金　　

・土木費：道路や公園、市営住宅などの建設や
維持管理に使うお金

・教育費：学校の運営や校舎の建設などに使う
お金　　　

・公債費：借金を返済するためのお金
・給与費：職員に給料や退職金を支払うための
お金
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